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 あいさつを返してく

れる人が少なくて… 

どうすればみんながあ

いさつできるようになりますか？ 

２年生から６年生に相談の手紙が

届きました。  

毎朝、登校してくる友だちやボランティアさん

にあいさつを続けている児童がいます。その子の

悩みを解決して“安心で楽しい学校にしよう！”

と 6年生が立ち上がりました。 

児童朝会で、よいあいさつの手本を示したり、

スライドを使ってあいさつクイズをしたり、あい

さつ運動への参加を呼び掛けたり・・・ 

自分たちが頑張るだけでなく、全校を巻き込ん

で盛り上げようとする働きかけが素晴らしいなと

感心しました。あいさつ運動への参加は日によって違っているし、あいさつの声はまだまだ全員

からは聞かれないけれど・・・それでも、確実に、自分からあいさつしたり、あいさつの呼びか

けに返したりする人が増えてきました。気持ちよいあいさつとにこにこ笑顔で始まる 1 日は、

きっとステキな１日になるはず。 

自分たちでつくる！助け合い、笑顔あふれるいい楽校！！ 

ろうかを歩こう！ 安全な学校に！ 
児童朝会では、もう一つ、子どもたちから全校への働きかけが

ありました。それは、計画委員会からの廊下歩行の呼びかけです。 

 計画委員会の 5・６年生は、学校をよくするために自分たちは

どんなことができるか色々と考えて、「廊下を走ると、とても危

険！みんなで声をかけ合って歩こう！」と呼びかけ、廊下歩行キ

ャンペーンを実施することにしました。 

 計画委員会のリーダーたちは、この呼びかけを成功させるために、

休み時間など自分の大事な時間を使って相談し、スライドを工夫し

て仕上げました。 

 最近は、休み時間や帰りに、友達同士で、上級生が下級生に「ろう

かは歩こう！」と呼びかける声がよく聞こえます。これも、まだ、い

つでもだれでもとはいかないけれど、意識の高まりを感じています。 

 



よりよい姿を目指して！学校の中に、すてきな姿があふれている！ 

玉原小では、今年度も、子どもたちのよさや頑張りをほめて認めて、よい行動・価値ある行動を示し

広げる取組を行っています。具体的には、子どもたちの生活や学習の中から成長やよさが感じられる瞬

間を写真に捉え、その価値を説明するポジティブな言葉を添えてカードを作成し、校舎内の数か所に掲

示しています。 
この取組が、子どもたちの心に届き、考えや行動をプラスに導いてくれることを信じて・・・  

2学期になって見えたステキな姿のうちいくつかを紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＃だれかのために… 
「運動場に草がたくさん生えていて、5･6 年生の陸上記録会

の練習ができず、困っています。」この放送を聞いて、休み時

間にもかかわらず自分から草ぬきに来てくれた人がたくさん

いました。自分のためではなく、だれかのために動く優しさが

たくさん見られてうれしくなりました。みんなありがとう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＃ よい姿勢 

下敷きを敷くこと、手で押さえること、背筋を伸ばすこ

となど 1 学期に頑張っていたことを確認しながらでき

ています！良い姿勢で字を書くと、集中力も高まって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＃すみずみまで 
たてわり班掃除で 9 月から新しい掃除場所に変わりま

した。班の人と協力して、すみずみまで掃除をしている

姿がいろいろな場所で見られます。みんなですみずみ

まで美しい学校にしたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＃学び合い 
算数の時間に「あまりのあるわり算」を学習していた時の一

コマ。いつの間にか、ペアになって学び合う姿が教室のあち

らこちらに増えました。みんなの一生けんめいな姿を見て、

先生もすごくうれしくなりました。 


